
〇シーボルト（１７９６―１８６６） 

ドイツの医師。博物学者。 

文政６年（１８２３年）長崎出島のオランダ商館医として来日。鳴滝塾などで医学、博物

学をおしえ、日本の洋学発展につくす。１１年（１８２８年）国禁の地図の海外持ち出し

が発覚し、国外追放となる。帰国後「日本」「日本植物誌」などをあらわす。安政６年再

来日。長男、次男ものちに日本で外交官として活躍。１８６６年１０月１８日死去。７０

歳。 

 

オランダ商館の一員として長崎出島と江戸を行き来する際、関宿にてオオサンショウウオ

を購入したとされている。オランダに持ち帰られたオオサンショウウオはアムステルダム

動物園で 51 年にもわたって飼育されたと言われている。 
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